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町
に
住
む
す
べ
て
の
人
た
ち

が
安
全
に
安
心
し
て
生
活
し
て

い
け
る
生
活
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
や

福
祉
、
交
通
、
道
路
、
消
防
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
た

め
、
町
が
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
地
域

住
民
が
支
え
あ
う
こ
と
で
よ
り

一
層
の
安
心
感
を
生
み
出
す
た

め
に
支
え
あ
い
の
精
神
の
醸
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
文
化
を
受
け

つ
い
で
い
く
に
は
、
そ
の
良
さ

を
再
認
識
し
郷
土
に
誇
り
を
持

っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

▼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
地
区
ご
と
に
土
砂
災
害
危
険

地
域
や
避
難
所
が
わ
か
る
地

図
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
空
家
対
策
協
議
会
の
設
置

・
空
家
対
策
に
関
す
る
計
画
等

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
支

援
・
65
歳
以
上
の
住
民
の
方
が
運

転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
と

き
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
券
で
助

成
し
ま
す
。

過
疎
に
対
応
し
た

生
活
環
境
づ
く
り

みんなで築く 支えあいの町

▼
認
知
症
地
域
推
進
員
の
設
置

・
認
知
症
を
初
期
段
階
の
う
ち

に
把
握
し
、
支
援
し
て
い
く

も
の
で
す
。

▼
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

・
相
談
支
援
員
を
委
託
し
訪
問

活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
町
民
体
育
館
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
等
設
置

・
空
い
た
事
務
室
を
活
用
し
、

冬
期
間
等
で
も
体
力
増
進
が

計
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼
道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検

・
舗
装
路
面
等
を
点
検
し
ま
す
。

▼
橋
梁
点
検
調
査

・
橋
梁
を
点
検
し
ま
す
。

▼
定
住
促
進
住
宅
の
建
築

・
単
身
２
世
帯
が
住
め
る
住
宅

を
１
棟
建
築
し
ま
す
。

　平成27年12月に策定された第４次金山町振興計画後期基本計画では、これまで町
が実現できなかった諸課題を見つめなおし、金山町がどんなところであるのかをし
っかりと見極め、これからの未来へ向かって町のあるべき姿を考えています。ここ
では計画に沿った形で平成28年度に行われる主な新規事業について紹介します。

手を取り合って未来へ向かう

安心な町づくり

2広報かねやま　28.4.10



郷
土
を
担
う

心
豊
か
な
人
づ
く
り

地
域
特
性
を

生
か
し
た
仕
事
づ
く
り

広
域
的
な
連
携
に

よ
る
地
域
づ
く
り

住
民
と
町
職
員
の

意
識
改
革

　

人
づ
く
り
は
幼
児
か
ら
大
人

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ

た
学
べ
る
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
幼
児
教
育

に
お
け
る
情
操
教
育
、
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、
小
規
模
校

の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
、

基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。
川
口
高
校
に
つ
い

て
は
近
隣
町
村
と
連
携
し
、
生

徒
の
確
保
と
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
や
地
域
文

化
の
振
興
等
に
つ
い
て
も
学
び

た
い
人
が
、
学
び
た
い
と
き
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
川
口
高
校
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
作

製
・
川
口
高
校
を
広
く
紹
介
す
る

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
ま

す
。

▼
文
化
財
資
料
作
成
事
業

・
町
文
化
財
の
デ
ー
タ
化
を
行

い
展
示
の
計
画
、
学
校
教
材

へ
の
活
用
等
を
行
い
ま
す
。

　

定
住
を
進
め
る
に
は
、
収
入

を
得
る
た
め
の
仕
事
の
確
保
が

重
要
で
す
。
地
域
に
潜
在
す
る

地
域
資
源
を
活
用
し
農
林
水
産

業
を
柱
と
し
た
第
１
次
産
業
の

基
盤
を
再
生
し
、
販
売
、
消
費

か
ら
観
光
へ
広
げ
６
次
産
業
化

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
山
漁
村
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
「
ふ
る
さ
と
回

帰
」
の
考
え
方
が
高
ま
り
を
見

せ
て
い
る
た
め
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
人
々
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
新
た
な
仕
事
と
し
て
定
着

す
る
よ
う
検
討
を
す
す
め
ま
す
。

▼
町
景
観
整
備
事
業

・
き
れ
い
な
町
づ
く
り
を
す
す

め
、
魅
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

▼
資
格
取
得
支
援
事
業

・
就
職
に
必
要
な
資
格
取
得
者

を
支
援
し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

・
農
作
業
を
手
伝
う
大
学
生
を

受
け
入
れ
交
流
人
口
の
増
加

や
若
者
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
農
産
物
６
次
化
支
援
事
業

・
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
利
用
者

に
助
成
し
ま
す
。

　

住
民
の
通
勤
、
通
学
、
買
い

物
、
通
院
、
遊
び
な
ど
日
常
生

活
に
お
け
る
行
動
範
囲
は
マ
イ

カ
ー
の
普
及
や
国
道
の
改
良
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
大

き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
町
村
を

は
じ
め
と
し
た
連
携
を
強
化
す

る
と
と
も
に
会
津
地
方
全
体
の

市
町
村
と
の
つ
な
が
り
に
も
配

慮
し
、
よ
り
広
域
的
な
視
点
で

対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

町
で
は
会
津
若
松
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
や
両
沼
町

村
会
な
ど
の
既
存
の

組
織
に
よ
る
つ
な
が

り
が
あ
る
た
め
こ
れ

ら
の
連
携
を
継
続
・

強
化
す
る
と
と
も

に
、
奥
会
津
五
町
村

活
性
化
協
議
会
と
只

見
川
電
源
流
域
振
興

協
議
会
が
と
も
に
行

う
奥
会
津
地
域
の
産

業
育
成
、
人
材
発
掘

な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
広
域
化
に

対
応
し
た
施
策
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
住
民
と
町

職
員
の
本
来
あ
る
べ
き
役
割
を

明
確
に
し
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
は
、
住
民
が
で
き
る

こ
と
は
住
民
自
ら
が
、
行
政
が

や
る
べ
き
こ
と
は
町
職
員
が
し

っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
を
明

確
に
し
、「
職
員
地
区
担
当
制
」

や
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を

通
じ
て
の
情
報
共
有
を
図
り
、

と
も
に
支
え
あ
い
な
が
ら
い
つ

ま
で
も
元
気
に
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め

ま
す
。

昨年のファームステイ

子どもは町の宝です

3 広報かねやま　28.4.10



平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
30
億

2
，
3
0
6
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

2
億
2
，
0
6
9
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
、
全
体
的
に
縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
投
資
的
事
業
も
多
く
、
豪
雨
災
害
前
と
比
べ

る
と
依
然
と
し
て
大
き
い
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	 （　　）は構成比
　その他には地方消費税交付金、使用料及び手数料、繰越金、
財産収入、自動車取得税交付金、分担金及び負担金、寄付金、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割、地方特例
交付金、交通安全対策特別交付金があります。

　

歳
入
の
中
で
約
４
割
を
し
め

る
普
通
交
付
税
が
前
年
度
よ
り

４
千
万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
国
の
地
域
経
済
・

雇
用
等
対
策
費
が
大
幅
に
減
額

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
、

昨
年
の
国
勢
調
査
で
人
口
が
減

っ
た
た
め
人
数
に
よ
っ
て
算
定
さ

れ
る
分
が
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
る
た
め
で
す
。
町
税
に
つ
い
て

大
規
模
償
却
資
産
に
係
る
固
定

資
産
税
等
を
２
，
５
０
５
万
円

増
額
し
て
い
ま
す
。
基
金
繰
入

金
は
、
災
害
復
興
関
連
基
金
分

が
無
く
な
っ
た
た
め
８
，
７
５
０

万
円
の
減
額
に
な
って
い
ま
す
。

地方交付税	��国から一定の行政水準を確保するために、地方に交付されるお金
町税	�����町民の皆さんや企業が町に納める税金
町債	�����特定の目的のために、町が国や金融機関から借り入れるお金
繰入金	����主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰り入れるお金 
国庫・県支出金	特定の目的のために、国・県から交付されるお金
地方譲与税	��国税として徴収した自動車重量税や地方揮発油譲与税などの一部から町へ配分

されるお金

総務費	����町政全般の管理費等に使われるお金 
（交通安全対策・乗合タクシー・選挙・広報発行など）

教育費	����義務教育や生涯学習などに使われるお金
（小・中学校支援・川口高校支援・生涯学習・公民館事業）

民生費	����高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金
（民生委員・敬老会・障がい者支援）

土木費	����町道などの整備や管理に使われるお金 
（道路除雪・町道管理・町営住宅管理など）

公債費	����町債（町の借入金）の返済にあてるお金
（町が国などから借りたお金を返すお金）

衛生費	����住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
（検診事業・乳幼児健診・ごみ処理・予防注射など）

商工費	����観光・商工業の振興に使われるお金
（保養センター改築・沼沢湖水まつり・観光事業など）

消防費	����消防、水防、災害対策に使われるお金
（金山町消防団・消防施設管理など）

農林水産業費	�農林水産業の振興などに使われるお金
（農業施設修繕・林道修繕など）

議会費	����議員の報酬や議会の運営に使われるお金 
（議会だより発行・議会運営など）

歳入用語の説明

歳出用語の説明

地方交付税
12億5,900万円
（41.5％）

町税
4億8,532万円
（16.1％）

国庫支出金
2億4,122万円
（8.0％）

繰入金
2億8,300万円
（9.4％）

町債
3億8,040万円
（12.6％）

県支出金
2億1,056万円
（7.0％）

諸収入
6,282万円
（2.1％）

地方譲与税
2,810万円
（0.9％）

その他
7,264万円（2.4％）

歳入

●
●
●
平
成
₂₈
年
度
当
初
予
算
●
●
●

地
方
交
付
税
が
減
額
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昨
年
度
に
比
べ
る
と
減
額
し

て
い
ま
す
が
、
建
物
の
建
築
や

整
備
な
ど
の
投
資
的
な
事
業
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
の
繰
越
分
と
合
わ
せ
、
効

果
的
な
事
業
運
営
が
望
ま
れ
ま

す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
　
　

総
額
５
億
８
，
３
２
８
万
円

　
（
前
年
度
比
３
億
２
，
３
２

　

４
万
円
の
減
）

▼
主
な
事
業
内
容

　

地
方
創
生
交
付
金
は
、
平
成

27
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
た
も
の
を
全
額
繰
越
し
、

当
初
予
算
と
あ
わ
せ
平
成
28
年

度
に
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
か
ね
や
ま
ふ
る
さ
と
留
学
支

援
事
業

◦
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ッ
ク
等
で
情

報
発
信
す
る
ふ
る
さ
と
情
報

発
信
や
定
住
促
進
生
活
応
援

事
業
、
川
口
高
校
支
援
、
ふ

る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
へ
参
加

す
る
た
め
の
経
費
な
ど

▼
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
産

業
育
成
事
業

◦
農
業
団
体
等
支
援
事
業
や
エ

ゴ
マ
作
付
奨
励
金
や
東
京
等

で
の
新
規
就
農
者
募
集
の
た

め
の
経
費
、
マ
コ
モ
タ
ケ
実

証
圃
な
ど

特

別

会

計

	 （　　）は構成比

　その他には労働費、災害復旧費、予備費、諸支出金があり
ます。

総務費
6億4,400万円
（21.3％）

公債費
3億140万円
（10.0％）

民生費
4億489万円
（13.4％）

教育費
4億1,647万円
（13.8％）

消防費
1億3,329万円
（4.4％）

土木費
3億7,698万円
（12.5％）

商工費
2億4,841億円
（8.2％）

農林水産業費
1億939万円（3.6％）

衛生費
2億8,679万円
（9.5％）

議会費　4,996万円（1.6％）
その他

5,148万円（1.7％）

歳出

地
方
創
生
加
速
化

交
付
金

歳
出
の
主
な
事
業

会　　計　　名 予　算　額 前 年 度 比
国民健康保険事業勘定…
※医療費など ４億２，４８１万円 ３，３８３万円減

国民健康保険施設勘定…
※診療所の運営など １億３，９４２万円 ３３４万円増

簡易水道事業 ２億６，１８７万円 ６，７９６万円減

町営バス事業 １，６８７万円 ６９万円減

農業集落排水事業 ４４９万円 ６９万円増

介護保険 ５億１，０８２万円 ２，９７５万円減

特定地域生活排水処理事業 １億７，６８２万円 １，１３７万円増

後期高齢者医療 ４，６３０万円 １３万円増

特定環境保全公共下水道事業 ３，７１８万円 ７２３万円増

◦
保
養
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

	

８
，
４
０
０
万
円

◦
定
住
促
進
住
宅
建
設
整
備
事

業	

５
，
１
４
０
万
円

◦
ラ
ジ
オ
難
聴
解
消
支
援
事
業

	

５
，
２
０
１
万
円

◦
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
棟
増
築

事
業	

４
，
９
０
０
万
円

▼
主
な
ソ
フ
ト
事
業
等

◦
川
口
高
校
存
続
事
業

	

１
億
１
，
９
５
２
万
円

◦
福
島
県
只
見
線
復
旧
復
興
基

金
事
業

	

３
，
４
５
１
万
円

◦
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

	

３
，
１
２
４
万
円

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

	

１
，
７
６
３
万
円

◦
道
路
除
雪
費

	

１
億
１
，
７
２
９
万
円

◦
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

	

２
，
１
７
７
万
円
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笑顔の９人 恩師を囲んで

金山小学校 横田小学校

最後ににっこり

笑顔で歩んで行くと答辞
金山中学校卒業証書授与式

９名が学舎を後に
町内小学校で卒業証書授与式

成長した姿に涙
町内保育所で修了おいわいの会

　３月１１日、金山中学校で卒業
証書授与式が行われ出席した６
名の生徒に我

あ

妻
づま

雄
ゆう

比
ひ

古
こ

校長から
卒業証書が手渡されました。式
では卒業生代表の渡部翔太君
（横田）が「それぞれの道を笑
顔で胸を張って歩んで行きま
す」と答辞を述べました。
　また、２２日には在校生らが
見守る中、式を休んだ３人の生
徒に卒業証書が我妻校長から手
渡され９人の笑顔が揃いました。

　３月２３日、町内の小学校で卒業証書授与式
が行われ横田小学校は１名、金山小学校は８名
の児童が通い慣れた学舎を後にしました。
　金山小学校では、山浦京子校長から卒業証書
を手渡された後、これからの目標や両親への感
謝の気持ちなどを大きな声で発表しました。

　横田小学校で
は、卒業式の後
に佐藤晴

はる

揮
き

くん
（大塩）が在校
生に囲まれなが
ら最後の挨拶を
して別れを惜し
んでいました。

　町内保育所の修了おいわいの会
が３月２５日に催され、川口保育
所で５名、横田保育所で４名の子
どもたちに保育証書が渡されまし
た。保育証書を受け取った子ども
たちは保護者のところに行き、感
謝の言葉などを述べました。子ど
もたちの成長した姿に保護者や職
員らが涙する場面もありました
が、最後は笑顔で子どもたちを大
きな拍手で送り出しました。
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　３月１２日に御神
楽館で只見川電源流
域振興協議会の主催
で歳時記の郷奥会津
シンポジウムが行わ
れました。
　会では東洋文化研
究家のアレックス・
カーさんによる古民
家再生や旅行者が求
めているものなどに
ついて講演が行われました。
　また、後半には「奥会津の観光の可能性を探
る」と題してパネルディスカッションが行われ
ました。会場には町内外からたくさんの方が来
場され熱心に話を聞いていました。

アレックス・カーさん

奥会津は観光資源の宝庫

友好都市とスポーツで交流深める

観光の可能性を探る
奥会津シンポジウム

さらなるブランド化を目指して
奥会津金山赤カボチャ生産者協議会総会

　３月１３日に友好都市の羽生市で行
われた第３３回藍の町羽生さわやかマ
ラソン大会に、川口高校生と一般の方
を含めた３９名が招待選手として参加
しました。
　当日は、高校生らが羽生市長に挨拶
をしたり、開会式では招待選手として
紹介されるなど交流を図りました。曇
り空で気温も低めのコンディションで
したが、沿道の市民の方たちからあた
たかい声援をうけながら全員が完走し
ました。

　金山町の特産品である奥会津金山赤
カボチャの生産者協議会の総会が約６
０人の会員が参加し、３月２９日に開
発センターで催されました。会では、
糖度計による検査で品質の均一化と向
上ができたことなどの事業報告やこれ
からの計画などについて協議がされま
した。また、栽培方法や品質管理、販
売促進などについて、これまでの反省
を踏まえながら今後の優良品の生産拡
大や加工品開発などに向けた話し合い
が行われました。

羽生市長と記念撮影

優良品の生産拡大について熱心な話し合い
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横田保育所

名前を呼ばれ表情も引き締まる

緊張気味の５人

川口保育所

お友だちと仲良くするよ
町内保育所で入所おめでとうの会

晴れやかに川口高校入学式

学校は楽しいよ上級生が紹介

　４月４日に川口保育所、横田保育所それぞれ
に入所お祝いの会が開かれました。
　川口保育所では２名が新しく入所し全員で９
名、横田保育所も２名の新入児を迎え８名でそ
れぞれスタートします。

　４月８日川口高校で入学式が行わ
れ、４８人の入学生が晴れやかに高校
の門をくぐりました。式では長島雄一
校長が「自分の行動の中に希望があ
る。高校生活という悔いのないドラマ
を描いてください」と式辞を述べまし
た。杉山純一福島県議会議長や長谷川
町長らの祝辞のあと、栗田爽さん（川
口）が「川高生として自覚を持ってそ
れぞれの夢に向かって精一杯努力して
いくことを誓います」と誓いの言葉を
述べました。

　金山小学校は５名、横田小学校
は４名の入学式が４月６日それぞ
れ行われました。両校とも
校長先生から名前を呼ばれると元
気に返事をして立ち上がっていま
した。
　横田小学校では鼓笛隊の演奏や
行事の紹介、金山小学校では側転
などを披露しながら、上級生が新
１年生に学校を紹介していました。
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花束ににっこり
鈴木サツさん賀寿

励ましあって頑張りますと誓いの言葉
金山中学校入学式

　３月２２日に百歳を迎えられた鈴木サツ
さん（板下）の賀寿贈呈式がかねやまホー
ムで同日行われました。加藤清司会津保健
福祉事務所長から賀寿と記念品が、山内建
史副町長からは賀寿がそれぞれ鈴木さんに
手渡されました。
　また、かねやまホーム入居者家族会や親
族から花束が贈られ、鈴木さんはにっこり
微笑んでいました。親族代表の鈴木静子さ
んが「たくさんの苦労があったと思うが皆
さんに助けられて今日を迎えられました」
と謝辞を述べました。

　４月６日に金山中学校で入学式が行われ、真
新しい制服に身をつつんだ９名が入学しまし
た。我

あ

妻
づま

雄
ゆう

比
ひ

古
こ

校長がいろはに例え「一所懸命
に、労を惜しまず、はつらつと活動してくださ
い」と式辞を述べ、新入生代表の若林英莉さん
（川口）が「小学校で学んだことを生かし、先
輩たちをお手本に友だちと励まし合いながら頑
張っていきます」と誓いの言葉を述べました。

記念撮影に鈴木さんもにっこり

報道陣も詰めかけた臨時総会

真剣な表情で式に臨む入学生

沼沢湖のヒメマス４月９日解禁
　福島県から出されていた東
京電力(株)福島第一原子力発
電所事故に伴う水産物の採捕
自粛要請が、３月３０日に取
り下げられました。それを受
け、沼沢漁業協同組合の臨時
総会が４月５日開発センター
で行われ、沼沢湖のヒメマス
漁について４月９日に解禁す
ることが決定されました。会
場にはテレビ局や新聞社など
の報道陣も多く詰めかけ、総
会終了後には組合長の鈴木茂
さん（板下）がインタビュー
に答えていました。
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お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

表
　
　
　
彰

案
　
　
　
内

人
　
　
　
事

金
山
町
体
育
協
会
表
彰

や
ま
ひ
だ
発
行

選
挙
管
理
委
員
会

消
防
団
長

交
通
教
育
専
門
員

　

３
月
28
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
た
金
山
町
体

育
協
会
総
会
の
席
上
で
優
秀
選

手
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
選
手
賞

▼
菅
家　

文
（
本
名
）

・
第
27
回
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
女
子
の
部
（
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
）�

第
５
位

▼
遠
藤　

陽
奈
（
川
口
高
校
）

・
第
61
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル�

第
３
位

優
秀
団
体
賞

▼
西
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

・
第
25
回
福
島
県
市
町
村
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会�

第
３
位

▼
西
谷
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

・
第
65
回
会
津
総
合
体
育
大
会

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）�

第
２
位

▼
川
口
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

納期限は

5月2日
です

◦
固
定
資
産
税　
　

１
期
・
全
期

◦
軽
自
動
車
税　
　
　
　
　

全
期

★
４
月
★

▼
20
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
～

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
24
日（
日
）

◦
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
～

�

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
28
日（
木
）

◦
妖
精
美
術
館
オ
ー
プ
ン

　

午
前
９
時
～

▼
29
日（
祝
）

◦
沼
沢
湖
周
辺
施
設
オ
ー
プ
ン

★
５
月
★

▼
12
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
～　

金
山
町
役
場

▼
13
日（
金
）

◦
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時
～　

ゆ
う
ゆ
う
館

・
平
成
27
年
度
福
島
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
会
津
地
区
大
会

�

第
３
位

▼
商
工
会

・
平
成
25
～
27
年
度
職
域
対
抗

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
男
子
の
部
）�

優
勝

　

や
ま
ひ
だ
の
会
が
発
行
す
る

文
芸
誌
「
や
ま
ひ
だ
第
40
記
念

号
」
が
発
行
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
中
央
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
冊
千
円
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

	

☎
54
︲
５
３
６
１

　

金
山
町
選
挙
管
理
委
員
の
改

選
が
行
わ
れ
次
の
４
人
が
委
員

に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

　

金
山
消
防
団
長
に
目
黒
政
一

（
大
塩
）
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
４
月
１
日
に
長
谷
川
町

長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
で
す
。

　

金
山
町
交
通
教
育
専
門
員
に

栗
田
傳
一
さ
ん
（
本
名
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

28
年
４
月
11
日
か
ら
４
年
間
で

す
。（
敬
称
略
）

　

菅　

家　

哲　

夫
（
本
名
）

　

目　

黒　

喜
代
子
（
八
町
）

　

山　

口　

德　

行
（
板
下
）

　

佐　

藤　

光　

一
（
大
塩
）

やまひだ
第４０記念号

辞令書を受ける目黒団長

委嘱状を受ける栗田さん
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★
新
採
用

▼
教
育
委
員
会
教
育
係

▼
住
民
課
住
民
税
務
係

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
保
健
師

▼
診
療
所
看
護
師

町
職
員
人
事
異
動

ご
寄
付
に
感
謝

広
報
送
付
に
対
し
て

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

会
津
若
松
市
の

　

滝
沢
洋
之
さ
ん
か
ら
一
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
１
名
か
ら

�

三
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事

⃝

埼
玉
県
狭
山
市
の

　

中
島
政
昭
さ
ん
よ
り
三
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
の
充
実
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
青
栁　

成
朋

　
（
総
務
課
総
務
係
車
両
主
任
）

▼
黒
田　

恵
（
保
育
所
調
理
員
）

★
派
遣
終
了

▼
天
野　

淳
（
復
興
政
策
課
長
）

★
異
動

【
４
月
１
日
付
】

▼
復
興
政
策
課
長
＝
小
野
田
博

芳
（
福
島
県
保
健
福
祉
部
地

域
医
療
課
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
産

業
課
総
括
主
幹
（
併
任
）
＝

五
ノ
井
輝
夫
（
農
林
振
興
係

長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
次

長
）

▼
保
育
所
係
長
＝
渡
部
明
美

�

（
住
民
税
務
係
長
）

▼
農
林
振
興
係
長
・
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
＝
須
佐
光
夫

�

（
保
育
所
係
長
）

▼
横
田
出
張
所
係
長
＝
大
竹
有

香
（
保
健
福
祉
係
長
）

▼
住
民
税
務
係
長
＝
滝
本
成
彦

�

（
横
田
出
張
所
係
長
）

▼
保
健
福
祉
係
長
＝
長
谷
川
秀

利
（
復
興
政
策
係
）

▼
産
業
課
農
林
振
興
主
任
＝
渡

部
洋
人
（
教
育
委
員
会
教
育

主
任
）

▼
復
興
政
策
課
復
興
政
策
主
任

＝
栗
田
由
香
（
総
務
課
総
務

主
任
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
＝
土
田

純
一
（
産
業
課
農
林
振
興
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
馬
場
和
也

�

（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

▼
産
業
課
商
工
観
光
係
＝
松
井

要
介
（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
横
田
保
育
所
＝
栗
城
麻
衣

�

（
川
口
保
育
所
保
育
士
）

▼
川
口
保
育
所
＝
須
佐
あ
か
ね

�

（
横
田
保
育
所
保
育
士
）

▼
横
田
保
育
所
＝
横
田
哲
子

�

（
川
口
保
育
所
調
理
師
）

★
再
任
用

▼
建
設
課
建
設
係
＝
青
栁
成
朋

復興政策課長
小
お

野
の

田
だ

博
ひろ

芳
よし

栗
くり

城
き

　孝
たか

洋
ひろ

中
なか

村
むら

　勇
ゆう

太
た

猪
いの

俣
また

　隆
たか

由
よし

馬
ば

場
ば

　成
なる

美
み

大
栗
山　
　

加
藤　

賢
享

福　

沢　
　

若
林　

豊
曻

三　

更　
　

角
田　
　

浩

沼　
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　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
実施しています。
　３月２９日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 3 ＮD
焼却灰 1 0 １, ４３１. ０

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの基準値は１００ベクレ
ル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横
田出張所で行っています。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合
わせください。
◎問い合わせ　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　　　　　　　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　　　　　　　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示し
ています。
（測定年月日　平成28年 3 月 1 日～平成28年 3 月31日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

放課後子ども教室安全管理員を募集プレミア付妖精の里商品券販売
　町内小学校児童を対象に放課後の安全な活動
場所を確保することを目的として「金小ゆうが
たクラブ」「よこたふれあい教室」を実施して
いますが、子どもたちの活動をサポートする安
全管理員を募集します。
▶勤務場所　中央公民館・横田公民館
▶勤務　午後４時から午後６時
　　　　（月曜日から金曜日のうち数日）
　学校が休校の日は除きます。また学校行事等
で変更になる場合があります。
▶賃金　１回につき２，０００円
▶応募資格　金山町にお住まいの方で、子ども
たちの安全な活動場所づくりにご協力いただけ
る方普通車運転免許のある方
◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
　　　　　　　横田公民館　☎５６－４１１１

購入時に「購入書」に住所・氏名を記入してい
ただきます（用紙は販売店にあります。）
販売店については下記にお問い合わせください。
加盟店によっては、商品券が使用できない商品
がありますので、各店でご確認ください。
◎問い合わせ…金山町商工会
	 ☎５４－２３１１ 昨年の金小ゆうがたクラブ
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手続が必要なとき 必要なもの

国保を
脱　退

他の市区町村へ転出するとき 国保保険証、印鑑

勤め先の健康保険に加入したとき
（扶養に入ったとき）　※1

社会保険の保険証のコピー又は社会
保険資格取得証明書（勤務先から発
行されます）、国保保険証、印鑑

死亡したとき 国保保険証、印鑑

生活保護を受け始めたとき 国保保険証

●●● 国民健康保険の手続きを忘れずに！●●●
4月は

　就職や退職で健康保険の資格が変更になったときは、国民健康保険の手続きが必要です。
また、「限度額認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の発行も申請が必要です。　
　保険証や減額認定証等を役場に返納しただけでは手続きは完了しません。忘れずに役場で
手続きしましょう。

（１）脱退前の国保税額で納税通知が送付されます（脱退の手続き後に、返還されます）。
（２）国保を脱退後、国保保険証を使ってしまうと、国保が負担した医療費を町に返してもら

います。社会保険になった場合は、社会保険の保険証が発行される前でも、医療機関等
に国保保険証を提示してはいけません。

　国保税は、資格を得た日（例：退職のときは退職日の翌日）から発生します。その日まで
遡って国保税を納入しなくてはなりません。

注意！ 脱退の手続きが遅れると

注意！ 加入の手続きが遅れると

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５

手続が必要なとき 必要なもの

国保に
加　入

他の市区町村から転入したとき 転出証明書、印鑑
勤め先の健康保険を抜けたとき
（扶養から抜けたとき）　※1

社会保険資格喪失証明書（勤務先か
ら発行されます）、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止通知書

※１　会社の健康保険に加入・脱退したとき、国保は自動的に脱退・加入したり、会社側で
手続きしたりということはありません。必ず、本人や家族の方が手続きしてください。

〜健康保険の切り替えや、限度額認定証等の発行には必ず手続きが必要です。〜
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みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう

坂本さん(左)と
無尽に参加している栗城元一さん

かえるの貯金箱

カエルの貯金箱で
只見線よみがえる基金

　上横田の坂本利幸さんが営む農家民宿もどき
家の宿泊者様ともどき家無尽様（15名）から、
只見線の不通区間が蘇

よみが

ってほしいとの願いで
「只見線よみがえる基金」としてカエルの貯金
箱を使用してのご寄付を31,063円いただきまし
た。ありがとうございました。こちらは福島県
只見線復旧復興基金へ寄付いたします。

沼沢湖ヒメマス解禁電気柵設置を支援します

農産物６次化応援します

　平成24年４月より採補自粛要請により禁漁
（解禁見送り）としていた沼沢湖のヒメマス漁
について

４月９日（土）日の出
� とともに解禁となりました。
　なお、遊漁料については次のとおりとなりま
すのでお知らせします。
★遊漁券販売所
川口　不二屋食堂　　☎５４－２６４９
川口　栗城商店　　　☎５４－２５２７
玉梨　坂内商店　　　☎５４－２１２２
沼沢　民宿湖畔　　　☎５５－３４０１
★遊漁料
・日釣券　　陸釣　２, ０００円
　　　　　　舟釣　５, ０００円
　※陸釣の年釣券所有者は２, ０００円
・年釣券　　陸釣　１３, ０００円
　　　　　　舟釣　２６，０００円
　※内訳　陸釣１３, ０００円＋舟釣１３, ０
００円

●中学生は上記の半額、小学生以下は無料とな
ります。
●監視員より購入する場合は上記遊漁料に５０
０円がプラスされます。

◎問い合わせ…沼沢漁業組合　組合長　鈴木　茂
　☎５５－３２１８
　携帯電話０９０－７０６６－６０７８

　有害鳥獣による農作物の被害防止にあたっ
て、電気柵を購入した農家を支援します。

対　　象：町内在住の農作物を生産する世帯
対象事業：電気柵購入費に係る経費の補助（１

世帯４台まで、過去の購入実績含む）
補 助 額：購入費の１／２
　　　　（限度額２５，０００円）
申請受付：随時
※電気柵の設置にあたっては、早めの設置が効
果的です。

　農産物の６次化支援としてフリーズドライ等
を利用し、農産物の加工商品を開発し、販売を
目指す方を支援します。

対　　象：フリーズドライ等を利用し、農産物
の加工販売を目指す町内在住の個人・
団体等

対象事業：フリーズドライ等を利用した商品開
発

補 助 額：２／３（一世帯３回まで）
申請受付：随時
※上記については他にも要件等がありますの
で、詳しくはお問い合わせ下さい。

◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１
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高齢で運転に自信がない…
これを機会に、
運転免許証を自主返納しませんか？
　町では、満65歳以上の町民の方が運転免許証の全部を自主返納した場合、１人１回限り、
車に代わる乗合タクシー乗車券を交付します。

①自主返納（運転免許取消申請）
　警察署または駐在所で65歳以上の町民で
ある本人が有効期間内の運転免許証を自主
返納する。
「運転免許の取消通知書」が発行されます。

②金山町高齢者運転免許証自主返納奨励事業の申請
　自主返納した本人による申請書の提出が必要です。
　｢運転免許の取消通知書｣又は｢運転経歴証明書｣を、
ご持参ください。
※詳しくは［申請に必要なもの］をご覧ください受付
窓口は、役場総務課です。

※詳しくは、裏面の『運転免許
証の自主返納制度』をご覧く
ださい。

乗合タクシー乗車券を交付します。
　乗合タクシー乗車券30,000円分を交付。
　ただし、自主返納した本人に対し１回限り。

⃝「運転免許の取消通知書」又は「運転経歴証明書」
⃝金山町高齢者運転免許証自主返納奨励事業申請書［窓口に設置］
⃝印鑑［認め印も可］

【自主返納奨励事業のお問い合わせ先】金山町役場　総務課　☎５４－５１１１
【自主返納制度のお問い合わせ先】会津坂下警察署　☎０２４２－８３－３４５１

はじめに

奨励内容

申請に必要なもの

免許証を身分証明書代わ
りに使用している方や免
許を持っていた証が無く
なると困る方は…
「運転経歴証明書」が申請
できます。
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地域おこし協力隊

活動報告
員同士のみならず、県、他地域の隊員との意見
交換や勉強の機会も僅かではありますが生まれ
ました。そしてサンタクロースに扮してのクリ
スマスボランティアにも参加させていただき、
また隊員個々としてではありますが福島空港に
おける奥会津の紹介を目的とした写真展、そし
て新商品開発に際しての、道の駅と隊員による
商品発表会を行う事が出来ました。
　任期終了後は、金山の一町民となりますので
今後とも宜しくお願い致します。八鳥隊員も今
年度に卒業となります。八鳥隊員共々、大変お
世話になりました。

地域おこし協力隊での　　　　
3年間を振り返って　
地域おこし協力隊　大

おお

澤
さわ

　　敦
あつし

　

道の駅奥会津かねやまで試食会

　３年前の５月２４日に金山町に着任した時の
ことは良く覚えています。
　春の匂いが漂う金山町、横田地区の『癒しの
宿』にて荷物を置き、その日の夕刻に役場の方
たちと『ひょっとこ亭』にて夕食を食べました。
　ツバメが飛び交う春の日々、それからの数か
月間『癒しの宿』の管理人さんを始め、地区の
方々には大変お世話になりました。
　奥会津金山大自然での最初の１年、沢水のせ
せらぎ、草木の香り、動物たちの泣き声の中で
の仕事は非常に新鮮でありました。
　金山の隊員としては初年度であった事もあ
り、今のように隊員同士の交流やイベント等は
皆無でありましたが、町に来た喜びを感じてい
ました。冬も予想してはおりましたが、それを
上回る雪の量でした。特に今年の…雪が殆ど降
らない状況にあっては、初年度の歓迎は凄かっ
たと思います（笑）
　その後に中川の町営住宅に入居しました。ベ
ランダの前に広がる畑、仕事から戻って来た時
に駐車場の脇に置いてあった野菜。地域の方の
優しさ…この時の驚きと気持ちは、今でも言葉
で表すことは難しいです。また商店の方から
も、他所から来た私を気遣う言葉を常に掛けて
いただいた事には、本当に感謝しております。
　地域おこし協力隊員としての活動も、秋の稲
刈り以降は徐々にできるようになり、金山の隊

狂犬病予防注射を受けましょう 法務局の登記相談が
予約制となります　狂犬病予防法に基づき、生後91日以上の犬の

所有者は

①居住する市町村に犬を登録することが義務付
けられています。
②毎年、狂犬病予防注射を必ず受けさせなけれ
ばなりません。

　狂犬病は人を含むすべてのほ乳類が感染する
死に至る病です。
※犬が死亡した時も届出が必要です。

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４−５１３５

　福島地方法務局では、登記相談を希望される
皆さんに待ち時間が無いようにご利用いただけ
るよう、一部の登記所窓口で予約制としており
ますが、５月９日（月）からは、この扱いを県
内すべての登記所窓口に拡大致しますので、あ
らかじめ下記予約申込み電話で相談日時を予約
願います。

◎予約申込み電話
　福島地方法務局若松支局　
� ☎０２４２－２７－１５０１　
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金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

できる男は超少食／船瀬　俊介　著（主婦の友社）
　飲み会、接待、出張が多くても、残業続きで睡眠不足でも疲れない！体が軽い！記憶力up！小腹が減
ってもすぐ食うな！３時間の空腹が頭と体をキレッキレに研ぎ澄ます。

☆DVDの貸し出しを始めました！
　～金山町中央公民館事業で開催したイベントのDVDです～

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　１,０７７世帯（－　１）
人　　口　２,１９２人　（－１２）
　 男 　　１,０３８人　（－　８）
　 女 　　１,１５４人　（－　４）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

須　佐　　　晁 （８９歳）　山　入
横　田　マサコ（８７歳）　越　川
谷ケ城　ミヨシ（８６歳）　玉　梨

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

　私が小さかった頃は、しょっちゅう転んでは膝を擦
りむいたり鉛筆を削り損なっては切り傷を作ったりし
ていました。当時は、今のようにガーゼ付きの救急絆
創膏などはありませんでしたから、よく親に「そんな
ものは舐めておけば治る」と言われていつもそうして
いました。動物達は怪我をするとやはり傷口を舐めま
す。実は唾液中には炎症を抑える物質やがん細胞の増
殖を抑制する物質や細菌を殺す物質が入っています。
　さて、体を構成する細胞は約60兆個あります。体に
存在する細菌数は、およそ100兆個もあるので体細胞
の数よりも随分多いことになりますね。細菌全てが悪
玉ばかりではなくて、腸内細菌の善玉菌のようにいて
くれないと困る菌がいますし、口の中にも外から来た
悪い菌と戦ってくれる菌もいます。口の中は傷ができ
たり口内炎ができたりしますが、これだけの細菌がい
ても大事に至らないのはすべてこの唾液のおかげなん
です。唾液腺を活発にして唾液の出をよくするために
も日頃から食事をするときは良く噛むことを心がける
ようにしましょう。口の中で気になることがあるとき
は、国保診療所歯科の無料相談をお気軽にご利用くだ
さい。

噛むことの勧め
歯科医師　市川　公久

図 書 室 だ よ り

かいけつゾロリ　きょうりゅうのたまご
／原　ゆたか（ポプラ社）
　きょうりゅうのママから「あたらしいたまごがうまれました！ぜひ見に来てください！」という手紙を
もらい、きょうりゅうのすむ南の島・おっとっと島をおとずれたゾロリたち…。

一般向け

○新刊紹介

おかあさんのパンツ／山岡　ひかる（絵本館）
　おしりにポッチり。さくらんぼのパンツ。おかあさんがはいたら…。

児童向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）
○３月の公民館図書室利用状況 貸出冊数　５４冊（うち児童書　１４冊）

児童向け
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金山町文化協会総合発表会
　３月26日御神楽館で金山町文化協会総合発表会が催されました。当日は大勢の方
が来場し、展示作品の鑑賞や茶の湯、ステージ発表などを楽しみました。また、
今年は、口笛とシンセサイザーを演奏するレッドベコーズの特別発表もありました。

笑美路会日本舞踊「夜明け坂」

琴美会日本舞踊「千姫」

特別発表　レッドベコーズ
「口笛コンサート」

大正琴石楠花会「あざみの歌」

地域おこし協力隊
西脇優

琴美会日本舞踊
「越前竹舞」 龍生派　憩　生け花

恵会日本舞踊
「ことぶき」

沼沢郷土芸能保存会
「三番叟」

紫陽花の会
日本舞踊「人生一路」

　憩　茶の湯
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